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中
山
道
は
六
辻
交
差
点
で
国
道

十
七
号
を
横
切
り
、
大
宮
台
地
の

南
端
（
根
岸
）
か
ら
登
り
坂
に
な

り
ま
す
。
古
代
こ
の
辺
り
が
海
岸

線
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

緩
い
長
い
坂
を
「
浦
和
坂
」
と

い
わ
れ
て
い
た
が
、
坂
の
途
中
に

旅
人
の
焼
き
米
を
売
る
店
が
あ
っ

た
の
で
「
焼
米
坂
」
と
い
わ
れ
、

広
重
の
道
中
画
に
も
「
名
物
新
焼

米
」
の
看
板
の
あ
る
店
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
往
時
中
山
道
は
二
間

幅
の
狭
い
道
で
こ
の
台
地
の
上
を

走
っ
て
い
ま
し
た
。

浦
和
は
現
在
、
県
庁
所
在
地
で

行
政
の
中
心
と
し
て
権
威
を
誇
っ

て
い
ま
す
が
、
宿
場
当
時
は
県
内

九
ヶ
所
の
う
ち
人
口
は
八
番
目
で

最
も
規
模
の
小
さ
い
宿
場
で
し
た

所
謂
、
休
憩
程
度
の
通
過
宿
で
本

陣
を
預
か
る
星
野
家
の
財
政
は
苦

し
く
、
仲
町
に
あ
っ
た
本
陣
の
表

門
も
取
り
壊
し
て
大
間
木
の
大
熊

家
に
売
却
さ
れ
て
、
今
も
大
熊
家

の
個
人
住
宅
の
表
門
と
し
て
残
さ

れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
な
遺
産
も
、
宿
入
口
の

「
調
神
社
」
や
宿
中
央
の
「
玉
蔵

院
」
を
始
め
東
部
地
区
に
多
く
残

っ
て
い
ま
す
。

市
内
最
古
の
寺
院
建
築
で
あ
る

「
吉
祥
寺
山
門
」
は
江
戸
時
代
初

期
の
作
品
で
、「
大
間
木
氷
川
神

社
本
殿
」
は
江
戸
初
期
に
大
宮
氷

川
神
社
の
本
殿
を
移
し
た
も
の
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
見
沼
田
圃
を
見
下
ろ
す

台
地
に
あ
る
「
清
泰
寺
」
は
、
境

内
の
周
囲
に
三
五
一
基
の
庚
申
塔

が
あ
り
整
然
と
並
ん
で
い
る
様
は

壮
観
で
す
。

清
泰
寺
本
堂
の
左
側
に
徳
川
家

の
三
葉
葵
の
紋
を
陽
刻
し
た
門
の

中
に
「
見
性
院
殿
之
墓
」
と
明
刻

さ
れ
た
高
さ
二
、
六
米
の
立
派
な

墓
が
あ
り
ま
す
。
当
該
霊
廟
は
、

初
代
会
津
藩
主
保
科
正
之
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
見
性
院
尼

は
武
田
信
玄
の
二
女
で
穴
山
梅
雪

の
夫
人
で
し
た
が
、
夫
の
死
後
家

康
の
庇
護
の
下
、
二
の
丸
田
安
屋

敷
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。

二
代
将
軍
秀
忠
の
側
室
お
静
が

懐
妊
し
ま
し
た
が
、
正
室
の
お
江

予
の
方
（
淀
君
の
妹
）
は
気
性
が

激
し
く
嫉
妬
心
が
強
か
っ
た
の
で

見
性
院
は
身
重
な
お
静
を
引
き
取

り
、
自
分
の
所
領
地
浦
和
宿
大
牧

の
里
に
匿
っ
て
無
事
男
の
子
を
出

産
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
幸
松
丸
は
、
父
秀
忠
と
の

親
子
の
名
乗
り
も
で
き
ず
、
見
性

院
は
幸
松
丸
の
将
来
を
憂
い
、
滅

亡
し
た
武
田
家
ゆ
か
り
の
地
、
信

州
高
遠
藩
主
保
科
正
光
の
養
子
に

し
た
の
で
す
。
秀
忠
の
死
後
三
代

将
軍
家
光
が
自
分
に
異
母
弟
が
い

る
と
聞
き
、
秀
忠
の
実
子
と
認
知

し
、
会
津
藩
初
代
藩
主
と
し
て
の

保
科
正
之
を
誕
生
さ
せ
ま
し
た
。

正
之
は
四
代
将
軍
家
綱
の
輔
弼

役
を
務
め
る
等
〝
世
に
比
類
な
き

名
君
〟
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

見
性
院
の
死
後
、
正
之
は
自
分

を
撫
養
し
て
く
れ
た
見
性
院
の
恩

を
追
慕
し
て
こ
の
大
牧
の
清
泰
寺

に
「
葵
の
紋
」
入
り
の
霊
廟
を
建

て
た
の
で
す
。

さ
い
た
ま
市
東
部
に
広
が
る
見

沼
田
圃
は
、
八
代
将
軍
吉
宗
の
命

で
開
発
さ
れ
た
新
田
で
、
利
根
川

の
水
を
引
く
た
め
の
全
長
九
十
六

キ
ロ
に
亘
る
灌
漑
用
の
「
見
沼
代

用
水
路
」
は
関
東
一
の
規
模
を
誇

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
代
用
水
路
は
荒
川
に
注
い

で
い
る
芝
川
を
挟
ん
で
西
縁
と
東

縁
に
造
ら
れ
、
そ
の
水
路
と
芝
川

を
結
ぶ
「
見
沼
通
船
掘
」
は
パ
ナ

マ
運
河
と
同
じ
仕
組
み
の
「
閘
門

式
運
河
」
で
、
パ
ナ
マ
運
河
よ
り

一
八
〇
年
も
早
く
発
明
・
実
施
さ

れ
て
い
た
の
は
驚
異
で
す
。

中
山
道
本
陣
跡
か
ら
百
米
ほ
ど

先
に
「
御
免
毎
月
二
七
市
場
定

杭
」
の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
毎
月

二
と
七
の
つ
く
日
、
六
回
市
が
開

か
れ
て
い
ま
し
た
。

十
返
舎
一
九
の
狂
歌
に

〝
代
も
の
を
積
み
重
ね
し
は

　

商
人
の　

お
も
て
う
ら
わ
の

　
　
　
　
　
　

�

宿
の
賑
い
〟

と
あ
り
、
浦
和
宿
中
最
も
賑
っ
て

い
た
処
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
パ
レ
ス

�
�

武
蔵
浦
和　

小
島
次
郎
）

今
シ
リ
ー
ズ
は
皆
さ
ん
の
住
む

町
の
歴
史
を
取
り
上
げ
る
新
シ

リ
ー
ズ
で
す
。
中
山
道
を
北
へ

た
ど
り
ま
す
。

連
載�

私
の
町
は
ど
ん
な
町
②

�

さ
い
た
ま
市
（
旧
浦
和
市
）

早目の点検と改修で漏水を防ぎ、
建物の資産価値維持・保全をサポートします
「非破壊」劣化度
 診断システム 防水シート「ロンプルーフ」の防水層に損傷を与えずに劣化度を診断

ロンマットＭＥ・
ロンステップＭＥ 滑りにくい長尺塩ビシート・階段用床材＋塗膜防水で安全と防水性を確保
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